釉薬の発色に及ぼす融剤および遷移金属の効果 [要旨] by 猪狩 美貴
    
 
 
氏名 猪狩 美貴 




学位論文等題目 〈論文〉 釉薬の発色に及ぼす融剤および遷移金属の効果 
 〈作品〉  
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 桐野 文良 
（論文第１副査）   （）  
（作品第１副査）   （）  
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 稲葉 政満 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 塚田 全彦 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 荒井 経 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  











着色剤｜酸化クロム、 二酸化マンガン、酸化鉄、 酸化コバルト、 酸化ニッケル、酸化銅  
融剤 ｜炭酸リチウム、 焼タルク、白石灰、酸化チタン、酸化亜鉛、炭酸ストロンチウム、 



















大気中で、 室温から5 時間で 1300℃まで昇温後、 20分保持し、3時間で800℃まで一定速度で降温後、 自










































    
 
輝度放射光によるX線吸収分光(XAFSあるいはXANES)による配位構造の検討や走査透過電子顕微鏡法による構
造解析など最先端分析技術を用いて解析している。それによると、融剤の濃度や物質の種類により色彩が大
きく変わり、それが遷移金属の価数の変化とともに配位構造に起因していることを見出した。この効果は Fe
イオン以外にCoやCrなどの遷移金属イオンでも色彩に及ぼす同様の効果が得られることを実験的に見出して
いる。さらに、自ら見出した釉薬を用いて陶磁器を制作し、実践的な釉薬であることを示している。本研究
により得られた成果は従来の陶芸における釉薬の色彩に及ぼす効果を実験的に明らかにし、研究にとどまら
ず自ら釉薬として使用することで実践的であることを示している。本研究の成果は陶磁器の発展に寄与する
とともに、ガラス剤であることに鑑み、新岩絵の具などの顔料創生にも寄与することが期待できる。  
以上のことから、本論文は博士（文化財）の学位を授与するのに十分な内容であると結論できる。  
 
 
